
“関係⼈⼝”の多様なあり⽅について
-デュアルスタートアップ創出プログラム-

⼟佐町企画推進課 SDGs推進室 室⻑ 尾﨑 康隆
「関係⼈⼝連続セミナー2021  DAY1」



⾃分が暮らす地域以外の⼈と関わりを持つことを

“関係⼈⼝”という⾔葉

以外で表現することはできないものか

ダサいよね



デュアルスタートアップ創出プログラム
令和2年度「関係⼈⼝創出・拡⼤事業」モデル事業
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ざっくり⾔うと

商圏⼈⼝の縮⼩ マンパワーの不⾜
（特にスタート時）

都市との協業型で
事業創出
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実施エリア

緑︓⼟佐町（上）

⻘︓須崎市（中）

⾚︓四万⼗町（下）

海

⼭
川



県中⻄部に位置する海沿いの市。⼈⼝21,000⼈。

須崎市のみで約120キロの海岸線を有するとともに、国天然記念物
ニホンカワウソが最後に⽬撃された清流新荘川が流れる。

海産物はもちろん、施設園芸が盛んで、ミョウガの国内最⼤産地で
ある。近年では、全国的に有名なゆるキャラ「しんじょう君」や、
ふるさと納税の取組も活発。

また、アーティストインレジデンスなど⽂化のまちづくりにも取り
組んでいる。

須崎市



四国の中央部、徳島県に流れる吉野川の源流域に位置する⽔源の町
⼈⼝約3,800⼈、⾼齢化率は約45%。

⼈⼝⽐では県内トップクラスの移住者数や、町の暮らしやすさ、
⼦育て⽀援施策の充実を背景に、近年若年⼈⼝は増加傾向である。

棚⽥での稲作や林業が盛んであり、⼟佐あか⽜の産地でもある。
近年は、アウト ドア観光やスポーツ振興も推進。

SDGs未来都市。

⼟佐町



県中⻄部に位置する町。⼈⼝17,000⼈。
645㎢と⾼知県最⼤の⾯積を有し、東⻄に「⽇本最後の清流」
四万⼗川が流れる⾃然豊かな地域である。

四万⼗川で捕れるウナギや鮎などはもちろん、県内屈指の農業地帯
でもあり、⽣姜は全国⼀の産地である。また、近年はジップライン
やラフティングなどのアクティビティ観光に⼒を⼊れている。

四万⼗町



©⼟佐町役場 All Rights reserved 

実施内容
①⼤⼿企業社員向け研修 ②デュアルスタートアップラボ

⼤⼿企業社員向けの課題解決型研修を実施し、地域事
業者の有する課題解決案の検討等を⾏う。

⼤⼿企業社員等と共に地域事業者の課題解決案の検討
等を⾏うことにより、豊富なリソースやマンパワー等
を有する⼤⼿企業社員と、地域事業者との連携や協業
に繋げていく。

①事業説明会（オンライン） 1回
②研修実施︓新規事業開発（オンライン）、
顧客ヒアリング（現地）、
新規事業案へのフィードバック（現地）

③現地での課題ヒアリング及び解決案の検討
（２泊３⽇、現地）
④成果報告会（現地）1回

概要

⽬的

内容

⼤⼿企業社員向け研修での課題解決案等を参考にしな
がら、地域事業者と都市圏等在住者が連携しながら地
域資源や事業者の持つリソースの活⽤、事業者の課題
解決等に繋がる新規事業の創出に取り組む。

都市圏に暮らしながら地域と連携した事業創出に関⼼
を持つ者等を対象に、地域事業者と連携した新規事業
の創出を⾏う。

①事業説明会
②地域事業者の持つ課題等の紹介
③参加者からプレアイデアの披露及び事業者からの
フィードバック

④参加者から事業者案の提案及び事業者との
マッチング

概要

⽬的

内容
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実施内容
①⼤⼿企業社員向け研修 ②デュアルスタートアップラボ

株式会社アルファドライブ⾼知 株式会社カヤック

⼤⼿企業社員 11名
地域事業者 ３社

都市圏在住者 27名
地域事業者 4社
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実施内容
①⼤⼿企業社員向け研修 ②デュアルスタートアップラボ

株式会社アルファドライブ⾼知 株式会社カヤック

⼤⼿企業社員 11名
地域事業者 ３社

都市圏在住者 27名
地域事業者 4社



そして、それからどうなった︖（⼟佐町）
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概観

⼊⼝部分

サテライトオフィスの設置を通じ、モデル事業の内容を
バージョンアップ
（地⽅創⽣テレワーク事業を活⽤）

関係を深めていく部分

モデル事業でできた繋がりから、案件が⾃然発⽣
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概観

⼊⼝部分

サテライトオフィスの設置を通じ、モデル事業の内容を
バージョンアップ
（地⽅創⽣テレワーク事業を活⽤）

関係を深めていく部分

モデル事業でできた繋がりから、案件が⾃然発⽣
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事例︓地域交通の取組へ展開

この他、⽊材活⽤やスポーツ等の分野でも動き
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概観

⼊⼝部分

サテライトオフィスの設置を通じ、モデル事業の内容を
バージョンアップ
（地⽅創⽣テレワーク事業を活⽤）

関係を深めていく部分

モデル事業でできた繋がりから、案件が⾃然発⽣

















“関係⼈⼝”というけれど



あなたは“関係⼈⼝”と
呼ばれたいですか︖

“〇〇のため”の関係性は
成⽴しますか︖

地⽅創⽣ 地域活性化

産業振興
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私⾒ですが

出会いには
「きっかけ」も必要

でも、⻑く付き合うには
「⽬的」だけでは無理

⼊⼝ 深化
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私⾒です

最終的には、ひと対ひと

丁寧さ

こちらの思惑からずれても、
流れに⾝を任せてみること
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私⾒です

“関係⼈⼝”以外の表現ないですか︖


